
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

とちぎ市民活動推進センターくらら情報紙 VOL.199 

Book∞Ring の山本晃子さんに 

インタビューしました。 
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くららで話そ！ 

海の未来を考えよう 

～将来お魚が食べられなくなる！？～ 

 

今年度の利用者協議会全体会議について 

今回は、漁業や私たちの食卓に並ぶ魚に視点

をおいて、海の未来について皆さんと一緒に

考えます。 

日時：5 月 21 日（土）14：00～15：30  

場所：キョクトウとちぎ蔵の街楽習館 

ゲスト： 阿久津海さん（大正大学地域創生学

部 4 年／くららスタッフ） 

◎開催の有無や、Zoom で参加したい方は 

くららのホームページをご覧ください。 

新型コロナウイルス感染症対策として、2

年続けて全体会議を書面議決で開催しまし

たが、今年度は会場とオンラインを併用し

て開催することを役員会にて検討していま

す。 

日時などの詳細につきましては、5 月中に

開催のご案内をお送りしますので、ご確認

のほどよろしくお願いします。 

地域とともにつくる共生社会 
困難を抱える＜子ども・若者＞の学びと就労を支え、多様性を認め合える地域に！ 

講師 福田由美さん（NPO 法人 CCV） 

民間企業を経て教職へ。不登校や発達障害など学校に適応できない子ども・若者

の学びと就労を支え、一人ひとりが多様な能力や感性を生かせる社会をつくるた

めに NPO を設立。小中学生と高校生（高卒資格取得）のフリースクール、就労

継続支援 B 型事業所、児童発達支援施設、グループホームなどを複合的に運営。 

〇 日時：6 月 2 日（木）10：00～11：40 〇 場所：キョクトウとちぎ蔵の街楽習館 1 階大交流室 

〇 対象：栃木市市民協働推進員の方、関心のある市民の方 

〇 参加無料 〇 要申込み（電話・FAX・メールまたはくららホームページより） 

協働のまちづくりセミナー 



 

当日の様子① 

はじめに、高橋さんから SDGs の生まれた経緯とその意味について学びました。

次に、市内に子ども食堂を広める活動をしている佐藤祐樹さん・寺尾地区で有機

農業をしているぬい農園の縫村啓子さん・渡良瀬遊水地版の SDGs『HLGs』をつ

くりたい開智未来高校二年生の中嶋陽大さんから、それぞれの活動や今後の展望

について発表してもらいました。佐藤さんと縫村さんは、有機農業と子ども食堂

をかけ合わせて一緒に活動してみたい！と繋がりがうまれたり、中嶋さんの HLGs

は渡良瀬遊水地でスポーツをしている人も興味あるかも！と新しい発見があった

り、発表者も参加者もたくさんの気づきや出会いがあったようです。 

わたしたちの手でつくりあう ウェルビーイングな地域づくり 

～SDGs 時代のわたしたちの生活と市民活動について考えよう！～ 

 どんな講座？ 

近年、「SDGs」が世界的に広がり、耳にすることが多くなったと感じる方も多い

のではないでしょうか。それと同時に、SDGs はどんなもの？何から始めたらい

い？自分にできることはある？そんな疑問や不安を抱えている方もいらっしゃる

と思います。今回は、一般社団法人環境パートナーシップ会議・高橋朝美さんに

SDGs について教えていただきました。そして、高校生から大人までの様々な世代

の 18 名の参加者と一緒に栃木市から始められることを考え、話し合いました。 

当日の様子② 

後半はワークショップを行いました。はじめにアイスブレイクの自己紹介。次に、栃木市の好きなところを共有し

ました。歴史ある町並み・太平山や渡良瀬遊水地の自然・人の魅力など様々な意見が出ました。最後に、周りの人

や地域が抱える課題とそれに対しての解決策を共有しました。私が参加したグループでは、渡良瀬遊水地の自然保

護・ヨシ焼きの理解・市内の高校生同士でつながり学ぶことが課題としてあがり、始められそうなことやつなげら

れそうなことを話し合いました。はじめはやや緊張気味のグループも時間いっぱいまで盛りあがっていました！ 

まとめ 

今回、参加者の皆さんの栃木市がこうなったらいいな、こうしていきたい！という想いを聴き話すことができまし

た。その中でも、高校生も大人の方も年齢に関係なく積極的にお話ししていたことが印象的でした。そして、講座

の中で高橋さんも仰っていましたが、SDGs が掲げる 17 の項目をばらばらに考えがちですが、実はすべてがつなが

っていることを実感しました。色んな方と学び一緒に考えたことで様々な意見が出て、「一緒にできそう、活動した

い」という想いや出会いがありました。くららでも SDGs を一緒にお手伝いできたらいいなと思っています！ 

 

スタッフ阿久津の 
参加レポート 

 登録団体からのお知らせ 

     西方音楽館友の会 

             親子のための音楽会 

 

美しい音楽と親子で触れ合うわらべうたで格別なひと時を過ごしませんか？ 

日    時：令和 4 年 6 月 12 日（日）11：00～11：45  

場    所：西方音楽館 木洩れ陽ホール＆馬酔木の蔵  

内  容：音楽に耳を澄ませ、わらべうたで遊ぶ会です。 

参 加 費：0 歳児～2 歳児 500 円・3 歳児～大人 1,000 円  

問 合 せ：西方音楽館 TEL 0282-92-2815 



助成金情報 
 

  

       公益財団法人 大同生命厚生事業団 

ビジネスパーソンボランティア活動助成 

 

 ビジネスパーソンのボランティア活動を支援することにより、ビジネスパーソンのボランティア活動 

の振興と社会福祉の向上に寄与することを目的とし、助成を行います。 

対象事業：⑴高齢者福祉に関するボランティア活動 ⑵障がい者福祉に関するボランティア活動 

      ⑶こどもの健全な心を育てる交流ボランティア活動 

対象団体：社会福祉の推進に役立つボランティア活動を行っているか、 

     または行おうとするビジネスパーソンが 80％以上のグループ 

助 成 額：原則 10 万円 特に内容が優れている場合は 20 万円限度で助成 

応募締切：令和 4 年 5 月 25 日（水） 

問 合 せ：大同生命厚生事業団 TEL 06-6447-7101 FAX 06-6447-7102 

       公益財団法人 日本生命財団 

地域福祉チャレンジ活動助成 

 

地域包括ケアシステムの展開、そして深化につながる活動へチャレンジするための助成を行います。 

対象事業：地域包括ケアシステムの展開、そして深化（高齢者を中心に全世代支援・交流を志向） 

     につながる活動 

対象団体：活動実績のある団体（法人格の有無を問わない） 

助 成 額：上限 400 万円 

対象期間：令和 4 年 10 月より 2 年間 

応募締切：令和 4 年 5 月 31 日（火） 

問 合 せ：日本生命財団 TEL 06-6204-4013 FAX 06-6204-0120 

 

       公益財団法人 トヨタ財団 

                国内助成プログラム 

 

 「新常態における新たな着想に基づく自治型社会の推進」をテーマに助成を行います。 

対象事業：⑴日本における自治型社会の一層の推進に寄与するシステムの創出と人材の育成  

     ⑵地域における自治を推進するための基盤づくり 

対象団体：活動実績のあるプロジェクトチーム（法人格の有無や種類を問わない） 

助 成 額：⑴1,000～2,000 万円 ⑵上限 600 万円  

対象期間：⑴令和 4 年 11 月 1 日～令和 7 年 10 月 31 日（3 年間）  

     ⑵令和 4 年 11 月 1 日～令和 6 年 10 月 31 日（2 年間）  

応募締切：令和 4 年 6 月 6 日（月） 

問 合 せ：トヨタ財団 メール gp4ca@toyotafound.or.jp   

 



開館時間 月～土 10：00～21：00 日・祝 10：00～17：00 

休 館 日 水曜日・年末年始  

〒328-0016 栃木県栃木市入舟町６-８ キョクトウとちぎ蔵の街楽習館内 

TEL 0282-20-7131 FAX 0282-20-7132 

E-mail kurara-tochigi@cc9.ne.jp 

ホームページ http://www.kurara-tochigi.org 

のんびり、ごろごろ、まったり、すやすや、だらだらなど、日本語には休みを表す言葉が多いですよね。春

は昼寝をしたくなるような穏やかな天気の日が多くて過ごしやすくていいなと思います。日常生活を脅かさ

れることなく日本に住み、四季を楽しめることに日々感謝して過ごしたいなと思う今日この頃です。（大塚）    

 

とちぎ市民活動推進センターくららとは 

ボランティア、NPO、社会貢献活動などの市民活動を推進する拠点です。栃木市をよりよくしようと、 

さまざまな分野で活動している市民の皆さんの意見交換や交流、情報収集・発信の場として活用されています。 

※くららは、NPO法人ハイジが栃木市の委託を受けて管理運営しています。 

Book∞Ring 

山本 晃子 さん 

本を通じて人と人をつなぐ活動を行う 

ブック∞リングのメンバー 

本を寄贈したい方、活動に参加したい方は 

こちらをチェック↓ 

Instagram @bookring_info   

Twitter @bookring_info 

 

 

 

 

 

  

 

編集後記 

Vol.5 
スタッフの

１コーナー

コーナー 
大塚 

大学で教育社会学を専攻し、若者の進路選択について関心を持っていた。「学校や職場の行き帰り

だけだと出会う人が限られてしまう」地域のイベントにボランティアとして参加したり、他地域に

出かけて人と会うことで仕事では知ることのできない世界に出会えた。その経験を若いうちから

できればいいと考えるようになり、スタートしたのは『地域の大人が 10 代の若者に読んでほしい

本にメッセージを添えて寄贈してもらい、読み手に届ける』という取り組みだった。ブック∞リン

グは栃木にゆかりのある人を集めたイベントで出会った 3人が、「本が好き」「栃木に関わりたい」

という思いで意気投合し、結成した。地道に活動を続けるのは誰かのちょっとしたきっかけになれ

ばという想いがあるからだ。出会えないともったいない、本と人との出会いをつくっていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたと本が行き交う場 本の交差点 

くらら事務室前にブック∞リングの本棚が

設置されました。その名は、本の交差点。本

と出会うちょっとしたきっかけになればと

いう想いからスタートしました。本を持っ

ていくもよし、置いていくもよし、交換する

もよし、じゆうな本棚のはじまりはじまり。 

mailto:kurara-tochigi@cc9.ne.jp
http://www.kurara-tochigi.org/

